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応募上のご注意　：　研修を申し込まれる前に必ずお読み下さい。

　また、欠席の期間についても、研修受講料は負担いただきます。

４．

　また、これらに該当する研修生の参加をお断りする場合もあります。

３． 　応募者が概ね１０名に満たない場合は、実施を中止することがあります。この場
合に発生する切符のキャンセル料等応募者及び派遣団体が被る経済的損失に
ついては、当研修センターでは責任を負いかねますのでご了承下さい。

１． 　お申込みをいただいた後、研修参加者が変更となる場合又は研修参加を辞退
される場合には、「変更・辞退届」により、当研修センターに届け出てください。

なお、研修開講日の受付時間を過ぎてからの変更・辞退は、原則認めません。こ
の場合、研修受講料は全額負担いただきます。（テキスト・資料は提供します）

２． 　病気、忌引き等により授業を欠席する場合は、「欠席願」（当研修センター備付
用紙）を提出していただきます。なお、研修修了の認定は、７５％以上の授業に出
席されることが前提条件となります。したがって、上記条件に達しない場合は、修
了証書は交付いたしません。

   事故や盗難トラブルを防止する観点から、当研修センターへ車両（自動車・バイ
ク・自転車）でお越しいただくことは、お断りいたします。また、近隣には有料駐車
場が無いため、駐車場の斡旋は行っておりません。

５．   新型コロナウィルス性感染症等を発症され、他の研修生への感染等防止の観
点からやむを得ないと当研修センターが判断した場合には、退寮していただく場
合があります。

　※　 研修申込書など、必要な様式は、当事業団のホームページからダウンロードできます。



同上
【京都会場】

前泊・後泊は受け付けておりません。
※宿泊されない方も、食堂で昼食を召し上がっていただけます。（1食570円、食券をお買い求めください）

※京都会場では、設定宿舎はございません。近隣のビジネスホテル等をご利用下さい（当研修センターで宿泊の斡旋は行っておりません。）

研修受講料 ＪＳ研修企画課

宿泊運営委託先

（戸田会場の場合）
宿泊を伴う研修の場合
で宿泊を希望される場

合
6,500円/泊(三食付)

宿泊申込み

後日請求書払・振込み

「研修参加申込書(写し)」

「離　　　　席　　　　届」
総合事務所　監督員

応募者の入力
決定通知の作成
請求書の作成

郵　　　送
●受講生への通知
　①「決定通知書」
　②連絡事項
　③受講料　請求書
を送付します

●　添付書類
●　受講コース名
●　所属・氏名
●　請求金額
　
　　等を確認願います

1週間前までに通知がない場合や
ご不明な点がございましたら

JS研修企画課
TEL ０４８－４２１－２６９２

研修開始日の1週間前までに通知します

お電話で確認願います

「研修参加申込書」

研修企画課へメールで送付願いま
す。

「処理場施設の施工管理の実務」、「ＪＳ品質確保研修」

研修申込みから参加までの流れ

【オンライン】
7月26（水）～7月27日（木）
【戸田会場】
5月17日（水）～5月18日（木）
【京都会場】

5月11日（木）～5月12日（金）

オンライン研修　処理場施設（土木建築）の施工管理の実務

処理場施設（機械設備）の施工管理の実務

【戸田会場】
5月24日（水）～5月25日（木）

請 負 業 者 等 総 合 事 務 所 ＪＳ研修センター

【オンライン】
11月15日（水）

ＪＳ品質確保研修(機械)　第１回
【東京会場】第1回
5月30日（火)

処理場施設（電気設備）の施工管理の実務

【東京会場】
7月11日（火）

ＪＳ品質確保研修(電気)

ＪＳ品質確保研修(機械)　第２回
【東京会場】第2回
7月11日（火)

オンライン研修　ＪＳ品質確保研修(土木･建築)

申込期限

（一財）下水道事業支援センター
戸田支部

℡ 048-422-6657

4月12日（水）・・・施工管理 機械(戸田)
施工管理 機械(京都)   
施工管理 電気(戸田)

4月24日（月）・・・JS品質管理研修

（機械・電気）(第1回）（第２回）

オンライン研修

6月23日（金）・・・施工管理(土木建築)
9月1日（金）・・ＪＳ品質確保研修(土木・建築)
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費用につきましては、全て銀行振り込みとなります。（決定通知に請求書を同封）

申込み期限 令和 5 年 6 月 23 日 ( 金 )

修 了 書 効果測定を合格した方に、後日「修了書」と全国土木施工管理技士連合会継続教育プログ
ラム（CPDS）受講証明書を交付します。
効果測定不合格者にはレポート提出を求め、再判定を行います。

研修修了者
の 特 典

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修了
した旨を明記することが可能となります。
②工事施工年度もしくは契約年度前1年以内に、本研修を受講した者が現場代理人又は監
理技術者として選任され、所定の要件を満足した場合、工事成績評定点の加点要素となり
ます。

【　留意事項　】

①研修期間中、監理技術者が現場を離れることについて
　建設業法においては、監理技術者等は、『専任（常駐）』することとされていますが、本研修は、JSの安全協
議会活動の一環として実施するものであることなどから、本研修への参加が同法に抵触するものではありませ
ん。
　なお、監理技術者等の現場離席期間中の安全管理体制及び施工監理体制等については、請負者の責任
において行うこととし、事前に監督職員に「離席届」を提出願います。

※申込期限を過ぎた場合でも、定員に空きがあれば受講いただけます。まずは、下記あて
先までご相談ください。

受 講 料 ６６，０００　円

研 修 内 容 　受注者に求められる工事目的物の品質、性能の向上はもちろんのこと、施工計画書及び工
事完成図書の作成並びに施工管理写真の撮影及び編集等、広く細部に渡り技術知識等を習
得するため、ＪＳが独自に策定している仕様書及び施工指針等の内容及び改訂のポイント等
について説明する。
　更に、それらに基づく出来形管理、品質管理、安全管理、写真管理、段階確認の方法等に
ついて、不具合等の事例を踏まえた良質な施工例並びに完成検査等の指摘を踏まえた重点
課題等についてわかりやすく解説する。

実 施 時 期 令和5年７月26日（水）～7月27日（木）

研 修 形 態

　

２　日間　オンライン(zoom)　で行い多忙なため集合研修に参加しにくい方が参加しやすい形
態としています。事前にzoomによる接続試験を行います。詳細は、参加者へ後日通知します。

研 修 目 標 　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全かつ品質の向上に係る技術
提案を求める総合評価方式の導入が進み、民間企業及び技術者の技術力が強く求められて
いる。
　本研修では、実績等に基づくＪＳ独自のノウハウを提供することにより、良質な出来形及び施
工管理に努め、質の高い工事目的物の完成を目指した施工管理技術を短期間で習得するこ
とを目的とする。

研修対象者 ①ＪＳの土木建築工事を受注している建設会社等で、現場代理人、監理技術者、主任技術者
又は主任監督員等（以下『監理技術者等』という。）をお務めの方もしくはその予定の方。
②現在、ＪＳに登録されている土木建築工事の登録建設会社において、監理技術者等の資
格をお持ちの方。

JS 民間研修 下水道施設建設工事の品質向上に役立つ

「処理場施設（土木建築）の施工管理の実務」
JS 民間研修 下水道施設建設工事の品質向上に役立つ

「処理場施設（土木建築）の施工管理の実務」
オンライン研修 下水道施設建設工事の品質向上に役立つ

処理場施設（土木建築）の施工管理の実務
全国土木施工管理技士会連合会 継続教育「CPDS」プログラム認定
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研修日 内　　　容

１日目 10:00 ～ 10:15 連絡事項

10:20 ～ 12:30 　契約図書の確認、各種提出書類の解説 及び契約方式
による施工管理方法の解説
　品確法、JSの土木建築工事における施工管理方針につ
いて解説
　一般仕様書の最新版の紹介
　仕様書に基づく現場での防災計画の策定と、災害発生
時の対応について解説
　労災事故発生時の対応と事故事例、安全を確保するた
めの仮設備等、安全教育、技術向上講習会、安全パトロー
ル等について解説

13:30 ～ 17:30 　ＪＳ工事における施工管理等について、施工計画書の作
成、写真の管理等について作成例により解説。
　施工の各段階における品質管理計画及び品質管理確認
表について解説

   ＪＳにおける完成図書の納品方法について解説
　ＪＳ工事の評定の意義等について解説
　土木施工全般、特にコンクリートの材料、打設、養生に関
する工夫、コンクリートのひび割れ防止対策及び防食塗装
工事時の注意点について解説

2日目 9:30 ～ 10:55 　建築基準法が改正され、建築工事の他、一体構造物とし
ての土木工事についても、基準法上の監理確認が従前に
比べてより厳格に適用されることになった。改正の留意点
について解説。
　処理場建築は、一般の建築工事と異なる注意すべき点が
いくつかある。施工管理と品質管理方針を通して解説

11:05 ～ 12:30   各工種の施工計画書の作成、写真の管理等及びそれぞ
れの注意点について解説
　施工の各段階における材料・施工等の品質管理計画及
び管理項目の設定及び管理基準値、確認方法について
解説
  下水道施設の建築設備について注意点等を解説

13:30 ～ 15:30 　完成検査時における指摘事項について解説
　下水道施設の機能的注意点と他工事との調整などの不
具合事例と重点課題をとおしての解消方法を解説

15:45 ～ 17:15 授業内容の理解度を測るため効果測定を行います。

１１．

お問合せ先　　　　　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１

※応募上のご注意もご覧ください。

研修申込み書は当事業団ホームページからもダウンロードできます（https://www.jswa.go.jp/)。なお、本講座
は、WEB登録フォームに対応しておりませんので、ご了承ください。

申込先　　　　　　　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　　

日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692

講 義 時 間 教 科 名

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

・JSの契約図書及び各種様式
・出来形及び品質管理の方針
・一般仕様書の主な改定事項
・防災計画の策定
・事故時の対応及び事例紹介

（土木）
・施工計画書の作成
・品質管理における段階確認と
確認検査
・電子納品
・工事成績評定
・土木工事施工時の留意点
・ひび割れ対策、防食塗装工事
の留意点

（建築）
・建築基準法と下水道施設
・建築工事における品質管理

（建築）
・施工計画書の作成
・段階確認及び確認検査
・建築設備概論

・完成検査指摘事項
・不具合事例と重点課題

効果測定

申し込み･問い合わせ先

「研修申込み書」を下記アドレスにメールしてください。また、ＪＳの土木建築工事を受注している建設会社の方
は、研修申込み書の写しと「離席届」を、JS監督員に提出してください。

カリキュラム
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②戸田会場は、研修センタ－本館棟に宿泊可能です。　

【　留意事項　】

①研修期間中、監理技術者等が現場を離れることについて
　建設業法においては、監理技術者等は、『専任（常駐）』することとされていますが、本研修は、JSの安全協議
会活動の一環として実施するものであることなどから、本研修への参加が同法に抵触するものではありません。
　なお、監理技術者等の現場離席期間中の安全管理体制及び施工監理体制等については、請負者の責任に
おいて行うこととし、事前に監督職員に「離席届」を提出願います。

　　京都会場では、設定宿舎はございません。近隣のビジネスホテル等をご利用下さい。

　費用につきましては、全て銀行振り込みとなります。（決定通知に請求書を同封）

申込み期限

修 了 書 効果測定を合格した方に、後日「修了書」と全国土木施工管理技士連合会継続教育プログラ
ム（CPDS）受講証明書を交付します。
効果測定不合格者にはレポート提出を求め、再判定を行います。

研修修了者
の 特 典

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修了
した旨を明記することが可能となります。
②工事施工年度もしくは契約年度前1年以内に、本研修を受講した者が現場代理人又は監
理技術者として選任され、所定の要件を満足した場合、工事成績評定点の加点要素となりま
す。

※申込期限を過ぎた場合でも、定員に空きがあれば受講いただけます。まずは、下記あて先
までご相談ください。

【戸田会場】　4月12日（水）　　【京都会場】　　4月12日（水）

受 講 料 ７９，２００円

【京都会場】　　４０名 令和５年５月１１日（木）～５月１２日(金) 

実 施 期 間 2　日間

実 施 場 所 【戸田会場】　日本下水道事業団研修センタ－　研修室

           埼玉県戸田市下笹目５１４１

【京都会場】　　京都テルサ（京都府民交流プラザ）西館３階Ｄ会議室

   京都府京都市南区東九条下殿田町70

研修対象者 ①　ＪＳの機械設備工事を受注しているメーカー等で、現場代理人、監理技術者、主任技術者
等（以下『監理技術者等』という。）をお務めの方もしくはその予定の方。
②　現在、ＪＳに登録されている機械設備工事の登録メーカー等において、監理技術者等の資
格をお持ちの方。

研 修 目 標 　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全且つ品質の向上に係る技術提
案を求める総合評価方式の導入が進む中、民間企業及び技術者の技術力が強く求められてい
る。
　本研修では、実績に基づくＪＳ独自のノウハウを提供することにより、質の高い工事目的物の完
成を目指した施工管理技術を短期間で習得することを目的とする。

研 修 内 容 　受注者に求められる工事目的物の品質、性能の向上はもちろんのこと施工計画書及び工事
完成図書の作成並びに施工管理写真の撮影及び編集等、広く細部に渡り技術知識等を習得
するため、ＪＳが独自に策定している仕様書及び施工指針等の内容及び改訂のポイント等につ
いて説明する。
　更に、それらに基づく出来形管理、品質管理、安全管理、写真管理、段階確認、総合試運転
等について、災害・事故、不具合等の事例を踏まえたﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法や良質な施工例並び
に完成検査等の指摘を踏まえた重点課題等についてわかりやすく解説する。

【戸田会場】　　３０名 令和５年５月１７日（水）～５月１８日(木) 実施時期及び
定員

下水道施設建設工事の品質向上に役立つ

処理場施設（機械設備）の施工管理の実務
全国土木施工管理技士会連合会継続教育「CPDS」プログラム認定
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研修日 内 容

9:10 ～ 9:20 連絡事項

9:30 ～ 11:00 契約図書の文書による甲乙確認項目（仕様、能力等）、一般仕
様書共通事項と各種建設関連法規の解説、各種提出書類の解
説

11:10 ～ 12:40 一般仕様書に定める安全衛生管理及び防災計画と安衛法、機
械設備工事における事故事例、現場に応じた施工段階毎の安
全管理、部材並びに機材等の運搬、搬入及び搬出方式、安全
を確保するための仮設備、安全教育、技術向上講習会、安全パ
トロール、事故時の対応について解説。瑕疵担保責任について
解説

13:30 ～ 15:00 品確法、JS一般仕様書及び施工管理指針の解説。機械設備の
出来形又は品質の計測、集計等について解説

15:10 ～ 17:00 搬入、据付・各種施工、試運転の各段階における材料・機器等
の品質管理計画及び管理項目の設定、管理基準値、確認方法
（臨場、電子メール等）、確認頻度等及び工程管理の方法につ
いて解説。

9:10 ～ 10:30 沈砂池、ポンプ井、濃縮槽、汚泥貯留槽設備等の機械設備の
改築更新時に、機械設備工事で防食塗装を実施するケースが
多々あり、防食塗装の品質保証期間１０年以上を確保するため
には、既設ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化状況の確認、下地処理、防食塗装等
確実な品質、施工管理を行う必要がある。本講義では、JSの防
食指針に基づき、施工事例を用いて品質、施工管理のポイント
について解説する。

10:40 ～ 12:10 機械設備ごとの施工方法、品質管理、施工管理、写真管理、安
全管理等及び設備工事における加工や組立、改築更新工事の
留意点（仮設計画、維持管理との調整など）及び施工計画書の
作成に関する工夫について解説。

13:00 ～ 14:30 ●工場製作段階における写真管理
  機器承諾図に基づいた写真管理及び工場における性能確認
写真の撮影及び編集方法について解説。

●現地施工段階（搬入、据付）
  機器等の据付（平面配置・据付高。垂直精度等）及び塗装、各
種試験等の撮影方法、不可視部分（地中埋設、搬入車両、仮設
備、安全設備等）撮影等、写真の管理に関する工夫について解
説

14:40 ～ 16:00 　機械設備工事の不具合及び不良事例とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ(承諾図、
施工図等への反映)、総合点検、試運転、完成検査時における
指摘事項並びに重点課題について解説。

16:10 ～ 17:30 授業内容の理解度を測るため効果測定を行います。

13．

※応募上のご注意もご覧ください。

カリキュラム

講 義 時 間 教 科 名

申込先　：　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　　　

申し込み･問い合わせ先

「研修申込み書」を下記アドレスにメールでお申込み願います。また、ＪＳの機械設備工事を受注している建設会社
の方は、研修申込み書の写しと「離席届」を、JS監督員に提出してください。

研修申込み書は当事業団ホームページからもダウンロードできます（https://www.jswa.go.jp/)。なお、本講座は、
WEB登録フォームに対応しておりませんので、ご了承ください。

お問合せ先　　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１

日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692

2
日
目

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の防食塗装に
係る品質管理及び施工管理
のポイント

下水道機械設備工事の施工
計画書の作成

下水道機械設備工事の写真
管理

下水道機械設備の不具合事
例、総合点検、試運転、完成
検査指摘事項

効果測定

1
日
目

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

JSの契約図書及び各種様式

下水道機械設備工事におけ
る安全衛生管理

下水道機械設備の出来形及
び品質管理のポイント

下水道機械設備工事の段階
確認及び検査と工程管理
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②戸田会場は、研修センタ－本館棟に宿泊可能です。　

令和 5 年 4 月 12 日 ( 水 )

【　留意事項　】

①研修期間中、監理技術者が現場を離れることについて
　建設業法においては、監理技術者等は、『専任（常駐）』することとされていますが、本研修は、JSの安全協
議会活動の一環として実施するものであることなどから、本研修への参加が同法に抵触するものではありませ
ん。
　なお、監理技術者等の現場離席期間中の安全管理体制及び施工監理体制等については、請負者の責任
において行うこととし、事前に監督職員に「離席届」を提出願います。

費用につきましては、全て銀行振り込みとなります。（決定通知に請求書を同封）

申 込 み 期 限

修 了 書 効果測定を合格した方に、後日「修了書」と全国土木施工管理技士連合会継続教育プロ
グラム（CPDS）受講証明書を交付します。
効果測定不合格者にはレポート提出を求め、再判定を行います。

研修修了者の
特 典

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修
了した旨を明記することが可能となります。
②工事施工年度もしくは契約年度前1年以内に、本研修を受講した者が現場代理人又は
監理技術者として選任され、所定の要件を満足した場合、工事成績評定点の加点要素と
なります。

※申込期限を過ぎた場合でも、定員に空きがあれば受講いただけます。まずは、下記あて
先までご相談ください。

実　施　場　所 　日本下水道事業団研修センタ－

　　　埼玉県戸田市下笹目5141

研 修 目 標 　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全且つ品質の向上に係る
技術提案を求める総合評価方式の導入が進む中、民間企業及び技術者の技術力が強く
求められている。
　本研修では、実績等に基づくＪＳ独自のノウハウを提供することにより、良質な出
来形及び施工管理に努め、質の高い工事目的物の完成を目指した施工管理技術を短期
間で習得することを目的とする。

研 修 対 象 者 ①　ＪＳの電気設備工事を受注しているメーカー等で、現場代理人、監理技術者、主
任技術者等（以下『監理技術者等』という。）をお務めの方もしくはその予定の方。
②　現在、ＪＳに登録されている電気設備工事の登録メーカー等において、監理技術
者等の資格をお持ちの方。

受 講 料 ７９，２００円

研 修 内 容 　請負者に求められる工事目的物の品質、性能の向上はもちろんのこと施工計画書及
び工事完成図書の作成並びに施工管理写真の撮影及び編集等、広く細部に渡り技術知
識等を習得するため、ＪＳが独自に策定している仕様書及び施工指針等の内容及び改
訂のポイント等について説明する。
　更に、それらに基づく出来形管理、品質管理、安全管理、写真管理、段階確認、総
合試運転等について、災害・事故、不具合等の事例を踏まえたﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法や良
質な施工例並びに完成検査等の指摘を踏まえた重点課題等についてわかりやすく解説
する。

実 施 時 期 　令和5年５月24日（水）～５月25日(木)

実 施 期 間 2日間

下水道施設建設工事の品質向上に役立つ

処理場施設（電気設備）の施工管理の実務
全国土木施工管理技士会連合会継続教育「CPDS」プログラム認定
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研修日 内 容

9:10 ～ 9:20 連絡事項

9:30 ～ 11:00 契約図書の文書による甲乙確認項目（仕様、能力等）、一
般仕様書共通事項と各種建設関連法規の解説、各種提
出書類の解説

11:10 ～ 12:40 一般仕様書に定める安全衛生管理及び防災計画と安衛
法、電気設備工事における事故事例、現場に応じた施工
段階毎の安全管理、部材並びに機材等の運搬、搬入及
び搬出方式、安全を確保するための仮設備、安全教育、
技術向上講習会、安全パトロール、事故時の対応につい
て解説。瑕疵担保責任について解説

13:30 ～ 15:00 品確法、JS一般仕様書及び施工管理指針の解説。電気設
備の出来形又は品質の計測、集計等について解説

15:10 ～ 17:00 搬入、据付・各種施工、試運転の各段階における材料・機
器等の品質管理計画及び管理項目の設定、管理基準
値、確認方法（臨場、電子メール等）、確認頻度等及び工
程管理の方法について解説。

9:10 ～ 10:30 電気設備の改築更新を行う場合、停電(全停電等)作業が
付き物。既設設備の事前調査、維持管理サイドとの綿密な
打ち合わせを行い、実態に即した作業計画、作業手順書
等を作成する必要がある。具体的な事例により、留意点を
解説。

10:40 ～ 12:10 各機器ごとの施工方法、品質管理、施工管理、写真管
理、安全管理等及び改築更新工事の留意点（仮設計画、
維持管理との調整など）及び施工計画書の作成に関する
工夫について解説。

13:00 ～ 14:30 ●工場製作段階における写真管理
  機器承諾図に基づいた写真管理及び工場における性能
確認写真の撮影及び編集方法について解説。

●現地施工段階（搬入、据付）
  機器等の据付（平面配置・据付高。垂直精度等）及び塗
装、各種試験等の撮影方法、不可視部分（地中埋設、搬
入車両、仮設備、安全設備等）撮影等、写真の管理に関
する工夫について解説

14:40 ～ 16:00 　電気設備工事の不具合及び不良事例とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ(承諾
図、施工図等への反映)、総合点検、試運転、完成検査時
における指摘事項並びに重点課題について解説。

16:10 ～ 17:30 授業内容の理解度を測るため効果測定を行います。

１２．

※応募上のご注意もご覧ください。
申込先　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　

申し込み･問い合わせ先

「研修申込み書」を下記アドレスにメールしてください。また、ＪＳの電気設備工事を受注している建設会社の方
は、研修申込み書の写しと「離席届」を、JS監督員に提出してください。

研修申込み書は当事業団ホームページからもダウンロードできます（https://www.jswa.go.jp/)。なお、本講座は、
WEB登録フォームに対応しておりませんので、ご了承ください。

日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692

2
日
目

下水道電気設備の改築更新工
事の留意点

下水道電気設備工事の施工計
画書の作成

下水道電気設備工事の写真管
理

下水道電気設備の不具合事例、
総合点検、試運転、完成検査指
摘事項

効果測定

1
日
目

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

JSの契約図書及び各種様式

下水道電気設備工事における安
全衛生管理

下水道電気設備の出来形及び
品質管理のポイント

下水道電気設備工事の段階確
認及び検査と工程管理

カリキュラム

講 義 時 間 教 科 名

お問合せ先　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１
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研修日 内　　　容

9:00 ～ 9:10 連絡事項

9:10 ～ 10:00 下水道処理場の、各施設の持つ機能特徴等について解説

10:10 ～ 10:35 　JSにおける予算制度、協定等、事業の進め方について解説

10:45 ～ 12:10 下水道施設の土木・建築工事を行うに当たって、必要な設計・
施工管理基準類について解説

13:10 ～ 14:30 下水処理施設におけるコンクリート構造物の特徴につい
て解説

14:40 ～ 16:10 　下水処理場における施工事例について解説
　下水道施設の機能的注意点と他工事との調整などの不具合
事例と重点課題をとおしての解消方法を解説

16:20 ～ 17:00 授業内容の理解度を測るため効果測定を行います。

１０．

※応募上のご注意もご覧ください。

下水処理施設概説

JSにおける事業の進め方

JS設計・施工基準類の解説

申込先　　　　　　　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　　　

施工事例解説（土木建築）

効果測定

申し込み･問い合わせ先

お問合せ先　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１

日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692

下水処理施設におけるコンク
リート構造物の特徴

研修申込み書を下記アドレスにメールしてください。研修申込み書は当事業団ホームページからもダウンロードできま
す。（https://www.jswa.go.jp/)

１

日

目

研修対象者 ＪＳの土木建築工事を受注している、もしくは競争入札参加を希望している建設会社等の技術者

実　施　時　期

研 修 形 態

講 義 時 間 教 科 名

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

受 講 料

令和 5 年 11 月 15 日 ( 水 )

研 修 目 標 　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全かつ品質の向上に係る技術提案
を求める総合評価方式の導入が進み、民間企業及び技術者の技術力が強く求められている。
　本研修では、他の分野の土木建築工事の実績、知識を持っているが、下水道施設の知識、経験
に乏しい方を対象として、下水道施設に特有の構造、現象等を理解し短期間で習得することを目的
とする。

　　　33，000　円

費用につきましては、全て銀行振り込みとなります。（決定通知に請求書を同封）

申込み期限 令和 4 年 9 月 1 日 ( 木 )

修 了 書 効果測定を合格した方に、後日「修了書」と全国土木施工管理技士連合会継続教育プログラム
（CPDS）受講証明書を交付します。
効果測定不合格者にはレポート提出を求め、再判定を行います。

研修修了者
の 特 典

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修了した
旨を明記することが可能となります。
②本研修の受講は、日本下水道事業団が発注する総合評価方式による入札において、評価項
目「配置予定技術者の継続教育（CPD)単位の取得」の評価の加算要素となります。

カリキュラム

※申込期限を過ぎた場合でも、定員に空きがあれば受講いただけます。まずは、下記あて先まで
ご相談ください。

１　日間　オンライン(zoom)　で行い多忙なため集合研修に参加しにくい方が参加しやすい形態とし
ています。事前にzoomによる接続試験を行います。詳細は、参加者へ後日通知します。

オンライン研修 下水道施設建設工事の品質確保に役立つ

JS品質確保研修 （土木・建築）
全国土木施工管理技士会連合会継続教育「CPDS」プログラム認定
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３． 令和 5 年 5 月 30 日 ( 火 ) 機械設備のみ

令和 5 年 7 月 11 日 ( 火 ) 機械設備及び電気設備

４．

５． 自動車会館　　　東京都千代田区九段南4丁目8−13　　市ヶ谷駅徒歩２分
　午前：機械・電気共通　大会議室　

午後：機械　　大会議室

自動車会館　　　東京都千代田区九段南4丁目8−13　　市ヶ谷駅徒歩２分
　午前：機械・電気共通　大会議室　

午後：機械　　大会議室
午後：電気　　小会議室

６．

７．

８．

９．
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研修日 内 容

9:00 ～ 9:10 　連絡事項

9:10 ～ 10:10 　JSにおける予算制度、協定等、事業の進め方について解説

10:20 ～ 11:40 　下水道施設に用いられる設備の役割特徴について解説

11:50 ～ 12:30 　完成検査時における指摘事項等について解説
　下水道施設の機能的注意点と他工事との調整などの
不具合事例の解消方法を解説

13:30 ～ 14:45 　下水道施設の機械・電気設備工事を行うにあたって
必要な、JSの設計・施工管理基準類について解説

14:55 ～ 16:10 　JS工事の施工管理を実施するにあたっての工事関係
書類の作成について解説

16:20 ～ 17:00 　効果測定

１１．

※応募上のご注意もご覧ください。

効果測定を合格した方に、後日「修了書」と全国土木施工管理技士連合会継続教育プログラム
（CPDS）受講証明書を交付します。
効果測定不合格者にはレポート提出を求め、再判定を行います。

※申込期限を過ぎた場合でも、定員に空きがあれば受講いただけます。まずは、下記あて先までご相談
ください。

カリキュラム

申し込み･問い合わせ先

お問合せ先　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１

JS設計の考え方と施工基準類の解説
　　　　　　　　　　　　　　　（機械）（電気）

工事関係書類の作成
　　　　　　　　　　　　　　　（機械）（電気）

施設の不具合事例の解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共通）

　研修申込み書を下記のアドレスにメールしてください。研修申込み書は当事業団ホームページからもダウンロードできま
す。（https://www.jswa.go.jp/)

講 義 時 間

1
日
目

効果測定
　　　　　　　　　　　　　　　（機械）（電気）

教 科 名

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共通）
JSにおける事業の進め方
（共通）

下水道処理施設の設備の特徴、役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共通）

研修対象者 ＪＳの機械電気工事を受注している、もしくは競争入札参加を希望している民間企業等の技術者

第１回

第２回

第１回 令和 5 年 4 月 24 日 ( 月 )

　本研修では、下記カリキュラムにおいて「共通」と記載のあるものを、研修申し込み時に選択いただいた
機械職・電気職共通で受講いただき、「機械」「電気」と記載のあるものを機械職・電気職別々に受講いた
だく予定ですが、参加人数によってはこの限りではありません。

第１回

第２回

日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692

申込先　　　　　　　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　　

研 修 目 標 　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全かつ品質の向上に係る技術提案を求め
る総合評価方式の導入が進み、民間企業及び技術者の技術力が強く求められている。
　本研修では、下水道施設の知識、経験は乏しいが、他の分野の機械電気設備工事の実績、知識を
持っている方を対象として、下水道施設に特有の構造、現象等を理解し短期間で習得することを目的と
する。

　費用につきましては、全て銀行振り込みとなります。（決定通知に請求書を同封）

研修修了者
の 特 典

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修了した旨を
明記することが可能となります。
②本研修の受講は、日本下水道事業団が発注する総合評価方式による入札において、評価項目「配
置予定技術者の継続教育（CPD)単位の取得」の評価の加算要素となります。

実 施 時 期

実 施 期 間 １日間

実　施　場　所

受　　講　　料 　　39,600円

申込み期限

修 了 書

下水道施設建設工事の品質確保に役立つ

JS品質確保研修 （機械・電気）
下水道施設建設工事の品質確保に役立つ

JS品質確保研修 （機械・電気）
全国土木施工管理技士会連合会継続教育「CPDS」プログラム認定



民間技術者研修

土木建築 【オンライン研修】

機　　械 【戸田会場】

機　　械 【京都会場】

電　　気 【戸田会場】

〒

( ) ( )

※応募上のご注意もご覧ください。

※本表に記入していただいた個人情報は、以下の目的に使用します。

① 研修に対する御照会及び御相談に対する回答及び資料送付

② 参加申込いただいた研修の実施

③ 研修開催案内、各種業務案内に関する情報提供

「処理場施設の施工管理の実務」　研修申込書　（令和5年度）

写真貼付
令和５年７月２６日（水）～７月２７日（木）

令和５年５月１７日（水）～５月１８日（木）

令和５年５月１１日（木）～５月１２日（金）

令和５年５月２４日（水）～５月２５日（木）

参加申込みをする専攻名に○を付けてください。

ふりがな

性別
男 女

氏 名
○で囲む

勤

務

先

会  社  名 支社、事務所等名称 現場事務所ｏｒ所属部課係名

職務内容

住　　所

ＴＥＬ FＡＸ

注）1.　電話番号は市外局番から記入する。

注）２.　ふりがなは必ず記入する。

年　度 所属経歴等

Ｅ-mail

夜間・休日緊急連絡先（自宅ＴＥＬ等）

（例）
令和○年度 ○○県●●市　■■浄化センター　●●工事 現場代理人

※ 20 26～ 31～ 36～ 41～ 46～ 51～ 56～ 61～21～

年齢

以下 31 35 40 46 50 55 60 以上

※ 大学院 短大 高専 建築 機械大学

25

最終学歴

高校 他 専
攻
学
科

土木
下水道工学
履修有無

なお、お手数ですが、同【研修申込書（写し）】及び別添【離席届】を監督員に提出願います。

お問合せ先　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１

申込先　　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　　

　　１．※印欄は、該当する下部空欄に、枠からはみ出さないように○印をつけてください。

　　２．※印欄の年齢は、研修受講日を基準に計算してください。
　

この【研修申込書】にご記入の上、メールで下記宛お申し込みください。

　日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692　

電気等 生物等 他 法経



民間技術者研修

※

〒

( ) ( )

※応募上のご注意もご覧ください。

① 研修に対する御照会及び御相談に対する回答及び資料送付

② 参加申込いただいた研修の実施

③ 研修開催案内、各種業務案内に関する情報提供

※ 大学院 大学 専
攻
学
科

短大 高専 高校 他

※本表に記入していただいた個人情報は、以下の目的に使用します。

申込先　　mail: js-kensyu.c@jswa.go.jp　　　

写真貼付

　　２．※印欄の年齢は、研修受講日を基準に計算してください。
　

この【研修申込書】にご記入の上、メールで下記宛お申し込みください。

日本下水道事業団　研修センター　　研修企画課　 TEL　048-421-2692　

　　１．※印欄は、該当する下部空欄に、枠からはみ出さないように○印をつけてください。

他 法経
下水道工学
履修有無

最終学歴

生物等土木 建築 機械 電気等

※ 20 21～ 26～ 31～

年齢

以下 25 31 35 40 46 50 55

36～ 41～ 46～ 51～ 56～ 61～

60 以上

（例）
令和○年度 ○○県●●市　■■浄化センター　●●工事 現場代理人

注）２.　ふりがなは必ず記入する。

年　度 所属経歴等

Ｅ-mail

夜間・休日緊急連絡先（自宅ＴＥＬ等）

注）1.　電話番号は市外局番から記入する。

ＴＥＬ FＡＸ

勤

務

先

会  社  名 支社、事務所等名称 現場事務所ｏｒ所属部課係名

職務内容

住　　所

　各職種毎の講義を予定しているので、「土木・建築」に申し込まれる方は、「土木」又は「建築」、「機械・電
気」に申し込まれる方は、「機械」又は「電気」の講座の選択に「○」を付けてください。

ふりがな

性別
男 女

氏 名
○で囲む

参加申込みをする専攻名に○を付けてください。

　　お問合せ先　〒335-0037　埼玉県戸田市下笹目５１４１

「ＪＳ品質確保研修」　研修申込書　（令和5年度）

ＪＳ品質確保研修

土木・建築 【オンライン】　　　　 令和５年１１月１５日（水）

機械 【東京会場】　第１回 令和５年５月３０日（火）

機械・電気 【東京会場】　第２回 令和５年７月１１日（火）

講義の選択 土木 建築 機械 電気



令和　　年　　月　　日

○○総合事務所

主任監督員

○○　○○　　宛

○○　㈱

現場代理人

氏　　　名

標記について、下記のとおり離席届けを提出いたします。

1.工　　事　　名 ○○浄化センター　○○工事

2. 離 席 理 由 JS民間研修「処理場施設の施工管理の実務」出席のため

3. 離 席 期 間 R5.  .  ～ R5.  .  2日間

4.離　　籍　　者 役職(現場代理人・監理技術者等)

カリキュラム 別添資料 ①

②

③

●離席者の離席期間中の連絡先(携帯電話番号等)

現場代理人・監理技術者等の離席届

氏　　　名

離席期間中の責任者(元請or下請) 氏 名

(主任技術者証等の写し添付)

離席期間中の工事内容(工程表)

●安全・施工体制表(JS総合事務所、元請、下請本社、支店
及び現場責任者氏名・連絡先等)


